
日本チェンバロ協会第26回例会

PLEASURE FOR EYES AND EARS
～チェンバロお披露目コンサート～

ご挨拶：

久保田慶一
（日本チェンバロ協会会長）

演奏：

渡邊順生
フォルテピアノへのご案内：

久元祐子

演奏曲目：

フローベルガー：

トッカータ第12番イ短調

組曲第27番ホ短調

「ライン上りの船中での出来事」

ルイ・クープラン：

組曲ニ長調

パヴァーヌ嬰ヘ短調

J・S・バッハ：

パルティータ第４番ニ長調

BWV828

ほか

7月22日（土）
午後3時開演
（開場午後2時30分）

（株式会社 立川総本社2階） 定員40名
［住所：立川市柏町１丁目27-13］ 「立川北」または「立川南」より多摩モノレールで「上北台」方面行き、「泉体育館」下車。徒歩10分。

会員・サポーター3000円

一般3500円

学生1500円
※ 会員・サポーターは会員証を、

学生は学生証を、受付にて御提示ください。

ご予約・お問合せ：日本チェンバロ協会・例会係

ご予約は第26回例会と明記の上、<cembalo_events@yahoo.co.jp>へ。

電話でのお問合わせは080-9661-8196 (毎週火曜日10時～17時) 協力：

Marc Ducornet, Paris (after Ioannes Ruckers, Antwerp 1624)



このチェンバロは、ピアニストの久元祐子さんが最近入手された、フランスの製作家マルク・デュコルネによる 1624 年製のヨハネス・リュッカ
ース（コルマール、ウンターリンデン博物館蔵）のレプリカ。楽器そのものの音の美しさもさることながら、その贅をこらした装飾は絶品。手の込ん

だルイ１４世様式のスタンドは、わが国では唯一のもの。イタリアの美術工芸家たちが腕によりをかけた作品です。この装飾は、ニューヨークのメ

トロポリタン美術館に所蔵されている、ヨハネス・クーシェ作（1655年頃）の二段鍵盤のチェンバロのコピーです。ヨハネス・クーシェはヨハネス

・ルッカースの甥で、工房の継承者でもありました。彼は、叔父のヨハネス・ルッカースと同じデザインで、数多くのチェンバロを製作したことで

知られています。このコンサートでは、チェンバロの演奏の後には、久元祐子さんによる歴史的ピアノのコレクションの紹介もあります（ Replica
of the Stein Piano [Zuckermann ], Replica of the Walter Piano [Petroselli], Pleyel - Paris - 1843, Erard - Paris - 1868 ）。

Marc Ducornet, Paris (after Ioannes Ruckers, Antwerp 1624)

渡邊順生

チェンバロ、クラヴィコード、フォル

テピアノ奏者、指揮者として活躍。

論文執筆や楽譜校訂も手がけ

る。2010年度サントリー音楽賞受

賞。1950年鎌倉の生まれ。一橋

大学社会学部卒業。アムステル

ダム音楽院にてソリスト・ディプロ

マ及びプリ・デクセランスを取得。

小林道夫、グスタフ・レオンハルト

らにチェンバロを師事。ソニー、創

美企画、コジマ録音、セシル・レコ

ードより多数のＣＤをリリース。『フ

レスコバルディ／フローベルガー：

チェンバロ作品集』（コジマ録音、2016）でレコード・アカデミー賞受賞。

著書『バッハ・古楽・チェロ～アンナー・ビルスマは語る～』（アルテス・

パブリッシング、2016）も新聞・雑誌等で絶賛されている。上野学園大

学客員教授、東京音楽大学、桐朋学園大学講師。

久元祐子

東京芸術大学音楽学部（ピアノ専

攻）を経て同大学大学院修士課

程を修了。ウィーン放送交響楽

団、ラトビア国立交響楽団、読売

日本交響楽団、新日本フィルな

ど、内外のオーケストラと多数共

演。ベーゼンドルファー(1829)、プ
レイエル(1843)、エラール(1868)、
ブロードウッド(1820)などの歴史
的ピアノを所蔵し、これらを用いて

の演奏会や録音にも数多く取り組

んでいる。これまでに、「優雅なる

モーツァルト」、「ベートーヴェン・ソ

ナタ集」などをはじめ、ＣＤ 12 作をリリース。また、著書「モーツァルトの
ピアノ音楽研究」（音楽之友社）、「モーツァルトはどう弾いたか」（丸

善）、「原典版で弾きたい！モーツァルトのピアノ・ソナタ」（アルテスパブ

リッシング）なども好評を得ている。国立音楽大学教授。
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